
 

 

 

「あつまれ附属の森 探検隊」【表現遊び】(６時間) 
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文部科学省(2018)iは，小学校学習指導要領解説体育編において，低学年の体育の内容を「〇〇の運動遊び」として
いる。これは低学年の子供たちにとって，体育で学習する「運動」は，ほとんどのものが，「遊び」として現れること
を示唆している。 
「スポーツ」や「表現運動（ダンス）」は，遊びの要素を中心にもつ「運動」であるため，表現運動系の領域は，他

の領域よりも「遊び」の要素が強い。そのため，基本的な「運動の特性」である「遊びの性質から生じる運動の楽しさ」
をしっかりと味わわせることができる領域であるii。一方で，何かを達成したり，記録を伸ばしたりする領域とは異な
り，何を目指すのかが分かりづらいという一面があり，表現運動の指導の困難さを感じ，苦手意識をもっている教師も
少なくないと考えられる。 
西村(1989)iiiは「運動遊び」が子供たちに成り立つ条件として，「遊間」（間）「遊動」（動き）「遊戯関係」（安

心感）の３つを挙げている。活動中やその結果に「間（すきまやゆとり）」と「動き」と「安心感」があること，この
３つが遊んでいる当人に成り立っているときに「遊び」が成立する，と述べている。西村が指摘するとおり，この「遊
び」の３つの成立条件は，低学年の体育における指導の際に，教師の指導の視点として活用できると考えた。 
そのため，本単元では，この「遊び」の３つの成立条件に着目し，授業を構築した。１つの題材に多様な表現がある

「間（すきまやゆとり）」，複数の題材を用意し繰り返し取り組む「動き」，勝敗を決めず，多様な表現を認める「安
心感」を確保しながら，「遊び」を通して「運動」に触れさせることを目指す。 
小原ら(2021)ivは，身体表現遊びを通してヒトやモノとかかわり，共創することが，対象を捉え，感覚的に身体で表

現する感性や創造性を育むことを示唆している。 
また，鈴木(2020)vは，小学校低学年の「表現遊び」における題材に着目し，児童が特に楽しいと感じる具体的な題

材は何か，また，楽しいと感じる要素は何かを明らかにした。その結果，第１学年ではダイナミックで，ある程度運動
量のある題材や展開，友達とのかかわりなどの要素に楽しさを感じていると述べている。 
そこで，ダイナミックで，ある程度運動量が確保できるような身近な題材を提示し，友達と一緒に共創・協働しなが

ら表現する活動を通して，１つの題材でも多様な表現があることを手がかりに，気づいたり，感じとったりしたことを
伝え合いながら，自己の心身を解き放って表現遊びを楽しませたいと考える。低学年で友達と一緒に表現することの
楽しさに気づくことができれば，高学年となり，思春期の入り口に差しかかっても，進んで表現運動に取り組める子に
なるのではないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の「価値」に向かうために，子供たちが題材になりきり，全身の動きで表現できる学習活動を展開

する。それによって，表現運動の楽しさや喜びに迫ることできると考え，次のとおり研究仮説を設定した。 

 

北海道教育大学

附属函館小学校 

第１学年１組  

体 育 

令和 4 年 

７月２６日(火) 

夏季研究大会 

研究 

仮説 

子供たちにとって身近なものや，関心が高く，具体的で特徴のある動きを多く含む題材を，

チームの友達と一緒に表現する学習活動を繰り返すことによって，心と体を解き放ち，進んで

表現しようとする態度を養うことができる。 

 

スキルアップ  行い方の理解 

フェアプレイ  チームワーク 

 

 

    体力の向上  次の学びへのつなげること 

仲間と協働（チームプレイ） 

  

 

目一杯体を動かして表現すること   みんなで運動する楽しさを実感 

「わかる」から「できる」ことへの自信・満足 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自己の心身を開放し，友達と調子を合わせて表現する楽しさ 

 

・友達と一緒に体を使って表現 

・思いや状況を伝える一つの手段 

（非言語的表現） 

 

 

・題材の特徴を捉え，跳ぶ，回る，ねじる， 

高低の差や速さの変化のある動きなど， 

全身を使ってなりきって表現 

 

【学 び】 【役立ち】 

【喜 び】 

【学 び】 【役立ち】 

【喜 び】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国
語
や
音
楽
な
ど
の
教
科
や
、
休
み
時
間
等
の
表
現
活
動 

表 現 

笑う・泣く・怒る 

歌・ストップゲーム・じゃんけんゲーム・なかまづくりゲーム 
クイズなど，全員が意思表示する活動を取り入れ，身体表現で〇△× 

ごっこ遊び 

感じたことや考えたことを自

分なりに表現することを通し

て，豊かな感性や表現する力

を養い，創造性を豊かにする。 

 

あつまれ附属の森探検隊（表現遊び） 

【喜び】自己の心身を開放し，友達と調子を

合わせて表現する楽しさ 

 

【学び】 題材の特徴を捉え，跳ぶ，回る，ねじる，

高低の差や速さの変化のある動きなど，

全身を使ってなりきって表現 

幼稚園 

 

行 事 

スタートカリキュラム 

本単元 

お絵描き ものづくり 

お遊戯 手遊び歌 

小学校低学年 

 

表現リズム遊び 

桐の子スポーツ祭での種目 

「パフォーマンス」「ダンシング玉入れ」 

ジェットコースター 

・速く走ろうよ！ 

・上下に動こう！ 

 

大きなゾウさんに変身 

・長～い鼻だぞ～！ 

・ドシン！ドシン！ 

附属の森探検隊になりきり，題材の特徴に合った動きを全身で表現したり，友達の動

きを取り入れたりすることを通して，気に入った動きを見つけ，心と体を開放し，進ん

で表現しようとする。 

「ダイナミック・運動量がある・身近」な題材の特徴に合わせ即興的に表現 

打ち上げ花火だ 

・大きくジャンプ 

・手と足は開くぞ 

他の表現はないかな？ 
友達とやってみたいな 
違う表現ができるかも 

みんなでつながろうよ！ 

 

ゾウの親子だよ！ 

 

手をつないで輪になろう！ 

 

「ゲーム」でも，みんなで

運動する楽しさを実感 

【役立ち】 

友達と一緒に体を使って表現 

思いや状況を伝える一つの 

手段（非言語的表現） 本単元終了後 

個 

人 

集

団 

「体つくりの運動遊び」や，体を使って表現する

「器械・器具を使っての運動遊び」につながる 

 

 

 

 

 

 
〔進んで表現〕 

題材になりきって表現し，誰とでも仲良く取り組んだり，友達とぶつからないように周りの安全に気を付けて表現したりしようとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

＊ 行動観察・発話記録・学習記録 

 

 
〔題材の特徴にふさわしい様子や動きを見つける・選ぶ〕 

題材の特徴に合った様子や動きを見つけたり，友達の動き

を取り入れたりすることができる。      （思考・判断・表現） 

 

＊ 行動観察・発話記録・学習記録・質問紙 

 

〔考えたことを友達に伝える〕 

題材の特徴を捉えて表現した後に，気に入った動きを友達に伝えたり，考

えたりしたことを伝えたりすることができる。 

 （思考・判断・表現） 

 
〔身近な題材の特徴を捉え，全身で踊る〕 

題材の特徴を捉え，跳ぶ，回る，ねじる，高低の差や速さ

の変化のある動きなど，全身を使ってなりきって表現すること

ができる。                             （知識・技能） 

＊ 行動観察・発話記録・学習記録 

【喜 び】 

【学 び】 【役立ち】 

注)＊は評価方法，括弧内は，現行学習指導要領における観点別学習状況の評価の観点 

 



 

 

本単元では，チームの友達と一緒に，題材の特徴に合った動きを全身で表現し，その楽しさや開放感

を味わうことや，友達と一緒に活動することの楽しさに気づくことを目指す。 

単元を通して，授業の始めに準備運動を兼ねた表現遊びや仲間づくりゲームを行い，仲間と一緒に表

現しやすい雰囲気をつくる。 

チームで探検隊になりきり，附属の森を探検するという場面を設定し，様々な題材を表現する活動を

くり返すことを通して，気に入った動きを見つけたり，心と体を開放し，進んで表現したりすることが

できるようにする。 

また，国語や音楽などの教科や，桐の子スポーツ祭などの行事等とも関連しながら，表現の多様性や

学校生活への活用を図る。「進んで表現しよう」「表現するって楽しい」など，学びを役立て，喜びを感

じる子供の育成をするため，本単元を下記のように構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 ○  学習活動と価値をつくる子供の姿 ★教師の関わり 評価 

※ 

○  スタートカリキュラムでリズム遊びやなかまづくりゲームに取り組む。 

   （歌・ストップゲーム・じゃんけんゲーム） 

〇  桐の子スポーツ祭でパフォーマンス（ダンス）に取り組む。 

★遊び方を理解してい

ない子や，友達とう

まく関われない子を

中心に支援する。 

 

 

★なりきることの良さ

や，表現することの楽

しさを味わえる表現遊

びの場を設定する。 

 

★表現を引き出すこと

ができるよう，そのも

のの特徴に着目する

視点を示す。 

 

★チームで多様な表現

を引き出すことができ

るよう，新しい表現

や，協力している表現

に着目し，価値づけ

る。 

 

★チームで表現できる

よう，題材の具体的な

特徴を例示したり，他

のチームの様子を見

たりするよう促す。 

 

★本単元での学びを生

かせるように，学習し

たことをふり返った

り，よりよい表現につ

いて話し合ったりす

る。 

 

1・２ 

 

○  様々な表現遊びに触れ，学習内容を知り，楽しく表現する。 

〇  表現遊びの楽しみ方を知り，友達と一緒に楽しく表現する。 

 

３ 

○  「あつまれ附属の森探検隊」の学習内容を知り，探検カードに書かれ

た様々な題材の動きを即興で表現する。（個人） 

 

４ 

【本時】 

○  探検隊のメンバーと一緒に，探検カードに書かれた様々な題材の動き

を即興で表現する。（チーム） 

○  題材に合わせて表現し，気づいたことや感じたことを交流する。 

 

５・６ 

○  題材を選んだり，新しく考えたりしながら，探検隊同士で題材を出し合

い，即興で表現する。（チーム） 

○  題材に合わせて表現し，気づいたことや感じたことを交流する。 

 ※ 

○ リズムが大切な「縄跳び」や「スキップ」などの運動に生かす。 

〇 体を使って表現する「器械・器具を使っての運動遊び」につなげる。 

〇 桐の子発表会などの行事で学習したことを活用する。 

リズムに合わせた踊り 

新しい友達との関わり 

みんなと遊ぶ楽しさ 

表現遊びの学習内容 

多様な表現への気づき 

表現方法の工夫 

多様な表現 

友達との交流・表現 

よりよい表現方法 

 

 

表現する楽しさ 

 

 

 

 

 

表現する楽しさ 

学習の

活用 

友達との交流・表現 



 

子供たちが探検隊をつくり，友達と一緒に表現を工夫したり，一緒に表現することの楽しさを味わったりしなが

ら，多様な表現があることに気づき，表現することへの関心を高めることを目指す。 

まずは，準備運動を兼ねた表現遊びに取り組む。その後，個人で取り組んだ前時の振り返りを行い，本時に

予定している，チームでの取組への見通しと期待をもたせる。チームでの活動が始まったら，多様な表現を引き

出すために，チームならでは表現（揃っている・つながっている・ずれている・役割がある）等を価値づけ，話し合

いが活発になったり，お気に入りの動きを見つけたりできるような場づくりを行う。 

最後には「こんな動きもあるよ！」「もっと違うカード（題材）でもやってみたい」「ちがう人ともやってみたいな」と

いった次時への見通しと期待をもつ。 

本時の目標 

  題材の特徴に合った様子や動きを，友達と調子を合わせて表現したり，友達の動きを取り入れたりするこ

とができる。 

【前時まで】 

題材の特徴を捉え，自分なりに表現することができる。友達と一緒に表現することで，表現が広がり，楽し

くなるのではないかと感じ始めている。 

○ 学習活動や子供の姿                              評価   ★教師の関わり 

〇整列 

〇準備運動「だるまさんの１日」 

 

    

 

〇前時のふり返り（個人で取り組んだ「附属の森探検隊」） 

 

 

 

 

 

〇前時に行った題材「飛行機」「カメ」「花火」に友達と一緒に取り組む。 

      

 

 

 

〇新しい題材「イモムシ」「バイク」「ロボット」に友達と一緒に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

〇探検隊会議（いいところ・難しかったこと・上手な人などを伝え合う） 

〇ふり返り 

 

 

〇次時へ向けて 

 

 

★ 子供たちが授業に入り込

むために，これまでに学習し

た簡単な表現遊びを行い，

表現しやすい雰囲気づくりを

促す。 
 

★ これまでの学習を振り返っ

て本時の活動の見通しをも

つことができるよう，前時ま

での題材を掲示し，チームで

取り組むと表現がもっと広が

ることに気づかせる。 

 

 

★ チームで多様な表現を引

き出すことができるよう，新

しい表現や，協力している表

現に着目し，価値づける。 

 

★ 友達と一緒に表現できない

チームには，前時を思い出

したり，他のチームの様子を

見たりするよう促す。 

 

★ 新しい表現を引き出すこと

ができるよう，場面の転換を

入れてながら，特徴を捉えて

表現できるよう支援する。 

 

 

★ 子供たちの考えが可視化

できるよう，短いキーワード

でまとめる。 

ⅰ文部科学省（2018）小学校学習指導要領（平成 29 年度告示）解説体育科編，東洋館出版社. 
ⅱ白旗和也（2016）小学校体育これだけは知っておきたい「低学年指導」の基本，東洋館出版社. 

ⅲ西村清和（1989）遊びの現象学，勁草書房. 
ⅳ小原幹代・本山益子・杉浦慶子(2021)身体表現遊びを積み重ねることの意味．岡崎女子大学・岡崎女子短期大学，研究紀要 54，19-28.  
ⅴ鈴木純（2020）小学校低学年「表現遊び」における題材の検討―児童の視点から具体的な題材について考察する―東北文教大学・東

北文教大学短期大学部教育研究，EDUCATIONAL RESERACH OF TOHOKU BUNKYO COLLEGE TOHOKU BUNKYO JUNIOR 
COLLEGE 10，51-65. 

表
現
す
る
楽
し
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新
し
い
表
現
へ
の
期
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言われたものに

なりきるぞ！ 

手をつなげば

大きな飛行機

になるね！ 

カメはどうしよう？甲羅になっ

てみたり，浦島太郎をやったり

してもいいね！ 

バイクはみんなでレース

をしよう！事故がないよ

うに気を付けて！ 

ロボットはどう動けば

いいかな？周りを見て

みよう。 

多
様
な
表
現
へ
の
気
づ
き 

〇〇っぽく見えるには，

どうすればいいのかな？ 

友達の動きをマネ

してみたいな。 

いろんなものになりき

ることができたよ！ 

とっても楽しかったけど，みんな

でやったらもっと楽しそう！ 

難しくて，うまくできなか

ったな…。どうしよう。 

みんなと一緒に探検に出発だ！ 

友
達
と
一
緒
に
表
現 

みんなでしゃがんで，一緒に

ジャンプしたら花火に見える

んじゃないかな？ 

大きいイモムシは，飛行機の

時と同じで，つながればいい

んじゃないかな？ 

題材の特徴にふさわしい様子や動きを見つける 題材の特徴に合った様子や動きを，友

達と調子を合わせて表現したり，友達の動きを取り入れたりすることができる。 

（行動観察・発話記録） 

 

〇〇さんが上手だ

った。 

みんなとやった方

が楽しかった！ 

みんなと一緒だか

らうまくできた。 

他のチームの動き

を見てみたい。 

またやりたい！ 
他のものにも変身

したい！ 

自分達でも変身す

るものを考えたい。 

違う子と一緒にやっ

てみたい！ 


